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少年を特殊詐欺に加担させないためのポスターを寄贈 兵庫県内の高校に掲示されたポスター

都府県方面 支部組合

協賛した「気仙沼みなとまつり」 電飾のため協賛した「ONE-LINE～気仙沼イルミネーション～」

兵庫県遊技業協同組合
「兵遊協／明日を担う子ども達を
すくすくと育てるための支援活動」事業

子どもたちを犯罪から守り、誰もが
活躍できる環境を大人たちで整える

気仙沼地区遊技業組合
（宮城県遊技業協同組合）
「東日本大震災復興支援」事業

地区内9ホールが心を一つに合わせ
大震災からの復興をサポート

地元の夏祭りやイベントへの協賛、　　
児童養護施設への支援を継続

2011年3月11日に発生した東日本大震災で激甚被害

地の一つとなったのが宮城県気仙沼地区である。地震か

ら9年が経過し、徐々に復興を遂げつつあるが、依然とし

て道半ばで、いまだ震災前の状況にはたどり着けていない

のが実情である。

この気仙沼地区にある9つのホールから構成される気

仙沼地区遊技業組合では、同地域の最大の課題とも言え

る大震災からの復興を側面的に支援しようと、同地区にお

ける地域おこし、児童などの福祉増進、安全安心の確保

など、各種の社会貢献活動に一体となって取り組んでいる。

地域おこしの支援に関しては、地域住民が楽しみにして

いる夏祭り「気仙沼みなとまつり」への協賛として、協賛金

20万円を提供した。昨年8月3日～4日に開催された第68

回気仙沼みなとまつりでは、両日合わせて76,000人の観客

を集め、はまらいんや踊り、みなとまつりパレード、打ちばや

し大競演、サンマ漁船によるサンマ漁の実演、海上うんづら、

海上打ち上げ花火など、地域を挙げて盛り上がった。さらに、

2019年12月7日～2020年1月13日まで実施された「ONE-

LINE～気仙沼イルミネーション～」では、中心部の電飾の

ために５万円を協賛金として提供した。

また同組合では、震災以前から地域内唯一の児童養

護施設である「旭が丘学園」に対する支援を続けており、

昨年も5万円を寄贈したほか、組合員ホールに設置した募

金箱に遊技客から集まったお菓子などの物的援助を行った。

旭が丘学園は同名の児童養護施設、及び地域小規模児

童養護施設「別家点睛」、「児童家庭支援センター」を設

置運営している社会福祉法人である。なお、菓子などの

提供は各ホールの近隣の保育所、幼稚園、マザーホーム、

子ども会にも定期的に、きめ細かく行われている。

このほかにも同組合では、安心安全な街づくりのために、

地区内の警察署などと連携し、宮城県暴力団追放協議会、

気仙沼地区防犯協会の賛助会員として、金銭的支援や

各種活動への協力を行っている。

特殊詐欺やスマートフォンに起因する　　
犯罪被害を未然に防ぐために努力

兵庫県遊技業協同組合（以下、兵遊協）では、組合運

営の基本の一つに「社会貢献活動を通じた地域社会との

共生」を掲げ、社会的責任を果たすために様々な活動に

取り組んでいる。なかでも明日を担う子どもたちがすくすくと

育つために、青少年の健全育成や障がいを持つ子どもた

ちの支援などの事業に力を入れている。

兵遊協では、近年、社会問題となっている少年を「受け

子」とした特殊詐欺事件や、スマートフォンに起因する犯

罪被害やトラブルが増加していることに着目し、兵庫県警

察本部少年課と連携して、これらの事案の発生防止を目

的とした施策に取り組んでいる。

まず一昨年9月に、少年を特殊詐欺に加担させないた

めに少年課が作成した啓発チラシを県下の組合員ホール

のほぼ全店に掲示する活動を始めた。さらに昨年にはチラ

シをアレンジした兵遊協独自のポスターを兵庫県警と連名

で1,500枚作成し、少年課に寄贈。このポスターは組合員

ホールをはじめ、県下の警察施設、大学、高校に配布され、

掲示されている。

また、スマートフォンに起因する犯罪被害防止としては、

姫路市立山陽中学校の生徒が中心となり、少年課、大学、

教育委員会などの指導助言を受けて情報モラル啓発のた

めのキャラクター、及びショートストーリーを作成し、広報啓

発を行う活動を支援している。

さらに兵遊協では、就労困難児童の外出支援事業として、

福祉車両「兵庫県はぁ～とふる福祉号」を姫路市の障が

い者就労支援事業所に贈呈したほか、兵遊協青年部会

が主催する「第8回はぁ～とふるふぁんどフェスタ」において、

障がいを持つ児童たちで構成されたベルキッズ＆ベルキッ

ズジュニアによるハンドベルなどのコンサートを開催したり、フェ

スタの売上金の一部を障がいを持つ子どもたちが参加する

「こうべ障害者音楽フェア2019ジョイフルコンサート」に寄

贈した。このほかにも、兵庫県警察少年柔道・剣道大会の

全面支援、兵庫県青少年本部や兵庫県障害者スポーツ

協会への財政支援も行った。
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